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青
森
県
む
つ
小
川
原
地
域
で
の

特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
取
り
組
み

「
第
４
回
産
品
相
談
・
商
談
会
」を
開
催
し
ま
し
た
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表）「青森の味まつり」出店者及び主な商品一覧
左上）専門家による指導
左下）生産者と消費者のふれあい｢青森の味まつり」

　
　
　
　
　

平
成
21
年
度
上
期
原
子
力
発
電
施
設
等

周
辺
地
域
企
業
立
地
支
援
給
付
金
に
つ
い
て

■
お
問
い
合
わ
せ
先
■

　

（財）
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー　

立
地
審
査
課

　

電
話
：
０
３
‐
５
４
０
５
‐
８
１
１
３　
　

　

e-m
ail

：ritti@
dengen.or.jp

ま
で

　

本
給
付
金
は
、
原
子
力
立
地
地
域
に
お
け
る
雇
用
機
会
の
創
出
と
産
業
振
興
を
図
る
た
め
、

雇
用
の
増
加
を
生
む
企
業
に
対
し
て
、
一
定
期
間
に
わ
た
っ
て
、
企
業
の
支
払
っ
た
電
気
料
金

等
に
基
づ
き
、
道
府
県
が
給
付
金
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
道
府
県
か
ら
の

要
請
を
受
け
て
交
付
事
務
・
審
査
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
度
上
期
は
北
海
道
、
青

森
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
、
新
潟
県
、
茨
城
県
、
石
川
県
、
福
井
県
、
静
岡
県
、
滋
賀
県
、
京

都
府
、
島
根
県
、
愛
媛
県
、
佐
賀
県
、
鹿
児
島
県
の
審
査
事
務
等
を
行
う
予
定
で
す
。

　

平
成
21
年
度
上
期
募
集
は
、
平
成
21
年
4
月
頃
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
詳
細
は
、
募
集
時
の

「
応
募
要
領
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

初めて申請される場合

■主な補助要件
【電力契約】…新規立地または増設に伴う電力契約の新設または増設をしていること。
【対象となる電気料金】…①平成20年10月１日～平21年3月31日に支払った電気料金であること。

　　　　　　　　　　　 ②申請者が直接契約しているものであること。
　　　　　　　　　　　 ③産業用途の電力契約で、臨時契約等期間に制限があるものでないこと。

【雇　　用】…雇用者（雇用保険の一般被保険者）が３人以上増加すること。
【投　　資】…（「特例加算※」を受ける場合のみ要件とする。）

　　　　　　 新たな投資額：所在市町村　新設　500万円（ 増設250万円 ）以上
　　　　　　　　　　　　    隣接市町村　新設1,000万円（ 増設500万円 ）以上
　　                     ※特例加算とは、製造業および自治体で支援制度を整備している特定業種に対して行う、新規に採用した人数に応じた加算のこと。

■交付対象期間
立地（ 新増設 ）した翌期から原則８年の間で、条件を満たす期間については、継続して交付を受け
ることができます。ただし、前述のとおり、電気料金の支払実績等に基づいて金額が決まるので、
都度（上期・下期の年２回）申請して頂く必要があります。

■交付額（算定交付額（Ａ）と交付限度額（Ｂ）のいずれか小さい額となります）
●算定交付額（Ａ）：契約電力分交付額（Ⅰ）＋特例加算分交付額（Ⅱ）　　　　
・契約電力分交付額（Ⅰ）

①以下の計算式より算出単価（ｋWあたり

の電気料金）を計算する。

　　　　　　　半期における実支払電気料金
　　　　　　実契約電力 × 半期における支払月数

②①で算出した値を表１に当てはめ、算定
単価を求める
　 所在市町村、隣接市町村（ 旧隣接 ）：第１欄
　 隣接市町村（ 旧外部 ）　　　　　   ：第２欄

③以下の計算式により契約電力分交付額を算出する。

契約電力分交付額 ＝ 算定契約電力※１×（ 算定単価 ー 交付金単価※２ ）× 支払月数
※１算定契約電力は、表２の区分に応じた電力を上限とする実契約電力
※２交付金単価とは、原子力発電所の設備能力に応じて設定している単価

・特例加算分交付額（Ⅱ）
【所在市町村】                  　  ：新規に雇用した人数 × 30万円 ※期末の雇用者数

【隣接市町村（ 旧隣接、旧外部 ）】：新規に雇用した人数 ×15万円 ※期末の雇用者数

●交付限度額（Ｂ）　※ 交付限度額は（１）（２）のいずれか小さい額となります。
（１）算定電気料金交付限度額：算定契約電力×（算定単価×係数１－交付金単価）×支払月数
（２）支払電気料金交付限度額：半期における実支払電気料金×係数２ー（ 実契約電力×交付金単価×支払月数）

既に本給付金の利用実績のある方が増設として申請する場合

本制度の交付期間は原則８年間ですが、増設した場合に次に掲げる要件を満たせば、増設の翌期か
ら原則8年間になるまで期間を延長することができます。ただし、１事業所２回までに限ります。
【電力契約】…工場または事業場の増設に伴い契約電力が増加していること。

【対象となる電気料金】…①平成20年10月１日～平成21年3月31日に支払った電気料金であること。
　　　　　　　　　　　②申請者が直接契約しているものであること。
　　　　　　　　　　　③産業用途の電力契約で、臨時契約等期間に制限があるものでないこと。

【雇　　用】…雇用者（雇用保険の一般被保険者）が３人以上増加すること。
【投　　資】…新たな投資額 ： 所在市町村　　250万円以上、 隣接市町村　　500万円以上
【対象業種】…製造業および自治体で支援制度を整備している特定業種であること。

※本制度は平成20年度以降に新増設があったものが対象になります。平成19年度以前の新増設は、旧
制度の適用となります。

算出単価 ＝算出単価 ＝

（表１）

算出単価
算定単価

第 1 欄 第 2 欄

～ 1,500円未満   750 円   375 円

1,500円以上 2,500円未満 1,000 円   500 円

2,500円以上 3,500円未満 1,500 円   750 円

3,500円以上 4,500円未満 2,000 円 1,000 円

4,500円以上 5,500円未満 2,500 円 1,250 円

以降 1,000円刻み 以降 500 円刻み 以降250円刻み

　　　　　　　　　　　　　　（表２）

増加雇用者数 上  限
3 人以上 20 人未満 1,500ｋＷ
20 人以上 2,500ｋＷ

市町村区分 係数１ 係数２
所在市町村 ２ １
隣接市町村（ 旧隣接 ） 1.5 0.75
隣接市町村（ 旧外部 ） ２ 0.50
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去
る
平
成
二
十
一
年
二
月
三
日
（
火
）、「
第

４
回
産
品
相
談
・
商
談
会
」
を
東
京
都
港
区
の

ホ
テ
ル
ア
ジ
ュ
ー
ル
竹
芝
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
三
十
三
市
町
村
、
四
十
八
団
体

の
参
加
が
あ
り
、
会
場
内
は
熱
気
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
展
示
会
形
式
と
し
て
、
参
加
団
体

が
ブ
ー
ス
で
産
品
を
紹
介
し
、
バ
イ
ヤ
ー
等

が
自
由
に
会
場
内
を
見
て
回
る
と
い
う
ス
タ

イ
ル
で
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
面
談

形
式
は
一
対
一
で
じ
っ
く
り
と
話
が
出
来
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
し
た
が
、
更
に
多
く
の
バ

イ
ヤ
ー
と
会
え
る
機
会
を
望
む
声
も
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
全
て
の
参
加
団

体
が
全
て
の
バ
イ
ヤ
ー
等
と
接
触
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
今
回
の
形
式
を
採
用
し
ま

し
た
。

　

会
場
に
は
、
三
十
八
名
の
バ
イ
ヤ
ー
等
が

来
場
し
延
べ
約
四
百
件
に
及
ぶ
「
相
談
・
ア

ド
バ
イ
ス
」
や
、「
今
後
に
繋
が
る
商
談
」
等

が
熱
心
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
団
体
の
各
ブ
ー
ス
は
様
々
な
工
夫
を

凝
ら
し
た
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
、「
地
域
」
や
「
産

品
」
の
特
色
を
大
い
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
し

た
。
多
く
の
バ
イ
ヤ
ー
と
の
接
触
は
勿
論
の

事
、
他
の
ブ
ー
ス
・
商
品
を
見
、
試
飲
試
食

を
し
な
が
ら
情
報
交
換
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
商
品
改
良
や
Ｐ
Ｒ
方
法
等
に
つ
い
て
の

ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　

本
年
度
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
経
済
産

業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
委
託
に
よ
り
、

青
森
県
む
つ
小
川
原
地
域
十
二
市
町
村（
※

十
和
田
市
、
三
沢
市
、
む
つ
市
、
平
内
町
、

野
辺
地
町
、七
戸
町
、お
い
ら
せ
町
、六
戸
町
、

横
浜
町
、
東
北
町
、
六
ヶ
所
村
、
東
通
村
）

の
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
化
を
支
援
す
る
た
め

の
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
主
に
加
工
食

品
の
製
造
・
販
売
を
行
う
事
業
者
の
皆
様

を
対
象
に
広
く
参
加
を
募
り
、
漁
協
、
農
協
、

道
の
駅
、
養
蜂
場
及
び
菓
子
店
な
ど
の
六

事
業
者
の
参
加
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

事
業
内
容
と
し
て
は
、
販
売
方
法
や
首

都
圏
で
の
消
費
動
向
に
関
す
る
専
門
家
の

指
導
機
会
を
設
け
、
商
品
改
良
や
販
促
物

制
作
・
改
良
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
消
費
者
の
生
の
声
を
聞
く
機
会
と

し
て
、一
月
十
四
日（
水
）か
ら
十
九
日（
月
）

ま
で
の
六
日
間
、「
青
森
の
味
ま
つ
り
」
を

東
京
都
葛
飾
区
の
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
の

A
R
I
O
亀
有
に
て
開
催
し
、
多
く
の
皆

様
に
御
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
事

業
者
の
皆
様
は
そ
れ
ぞ
れ
、
商
品
改
良
の

ヒ
ン
ト
を
得
る
な
ど
、
今
後
の
展
開
へ
の

決
意
を
新
た
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
成
果
は
、「
成
果

発
表
会
」
を
開
催
し
、
青
森
県
む
つ
小
川

原
地
域
十
二
市
町
村
の
皆
様
へ
広
く
御
紹

介
し
ま
し
た
。　

バイヤーと商談

市町村名 出店事業者名 主な商品

十和田市 上北農産加工農業協同組合

スタミナ源たれ

スタミナ源塩焼のたれ

焼肉のたれ『辛味家』

横浜町 ｢道の駅｣よこはま・菜の花プラザ
菜の花生はちみつ

ほたて炊き込みご飯の素

東北町 市川養蜂場
女王蜂のりんご酢

純りんご酢

六ヶ所村

遠田秋月堂

パケ

白のパケ

黒のパケ

泊漁業協同組合
ひらめスモーク

いか沖漬

七戸町 とうほく天間グリーン・ジ・アース

長芋漬物　　しそ

長芋漬物　　キムチ

長芋漬物　　醤油

５市町村 ６団体 他商品全６４種

ディスプレイ完成、朝礼中 
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コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
強
化
事
業
は
、
経
済

産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
委
託
を
受
け

て
、
電
源
地
域
が
抱
え
る
問
題
に
対
す
る
相

談
や
要
望
に
つ
い
て
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の

内
容
に
適
し
た
専
門
指
導
員
を
自
治
体
へ

派
遣
し
支
援
す
る
事
業
で
す
。（
一
つ
の
事

業
に
つ
き
概
ね
３
回
ま
で
）

　

今
年
度
は
北
海
道
の
岩
内
町
か
ら
鹿
児

島
県
の
い
ち
き
串
木
野
市
ま
で
全
国
各
地
で

　
　
　
　
　
「
薬
膳
料
理
の
開
発
、販
路
開
拓
等
に
対
す
る
指
導
・
助
言
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鹿
児
島
県 

い
ち
き
串
木
野
市

■
お
問
い
合
わ
せ
先
■

　

（財）
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー　

振
興
業
務
課

　

電
話
：
０
３
‐
５
４
０
５
‐
８
１
１
５　
　

　

e-m
ail

：shinkou@
dengen.or.jp

ま
で

課題整理型
地元の魅力再発見のため
参加者全員が意見を出し
合うワークショップ
（千葉県鋸南町）

研修会型
今後の公務員制度改革に向
けた新たな人事評価制度構
築のための研修
（佐賀県玄海町）

講演会型
直売所立ち上げに向けて

「観光カリスマ」の講演
（愛媛県伊方町）

１
９
件
の
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
商
店
街

の
活
性
化
事
業
や
定
住
促
進
に
関
す
る
研

修
会
な
ど
多
種
多
様
な
相
談
や
要
望
に
お

応
え
し
て
お
り
、
参
加
し
た
住
民
や
関
係
者

の
方
か
ら
は
、「
非
常
に
参
考
に
な
っ
た
。」

「
来
年
度
も
ぜ
ひ
、
活
用
し
た
い
。」
な
ど
と

い
っ
た
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
代
表
的
な
活
用
事
例
は
次
の

と
お
り
で
す
。

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
強
化
事
業
の
実
施
報
告

【
相
談
内
容
】　

市
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
食
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
一
環
と
し
て
、
薬
草
、
薬
膳
料
理
の
効

能
、市
場
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、薬
膳
料
理
の
開
発
を
行
い
販
路
の
開
拓
を
試
み
、

将
来
的
に
は
農
業
者
の
所
得
向
上
、
後
継
者
の
養
成
に
つ
な
げ
る
方
策
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　

２
つ
の
イ
ベ
ン
ト
で
薬
膳
弁
当
と
薬
膳
う
ど
ん
を
そ
れ
ぞ
れ
出
品
し
た
と
こ
ろ

い
ず
れ
も
好
評
で
し
た
。
特
に
薬
膳
弁
当
は
予
想
以
上
の
売
れ
行
き
で
、
売
り
切

れ
後
に
問
い
合
わ
せ
る
お
客
さ
ん
も
数
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。 

　

今
回
の
事
業
で
は
、
成
果
品
と
し
て
の
食
の
提
供
も
そ
う
で
す
が
、
主
体
と

な
っ
た
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
が
、
事
業
を
通
し
て
こ
れ
ま

で
の
活
動
を
見
直
し
、
今
後
ど
の
よ
う
に
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
け
る
の
か
検
討

を
は
じ
め
る
な
ど
意
識
が
変
わ
っ
た
こ
と
が
一
番
の
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。

課題整理・研修会・実技指導複合型

第１回　今後の事業の方向性について検討
しっかりしたコンセ

プトを立て、推進体

制を整理した。

第２回　薬膳料理研究講演会及び薬膳料理
調理実習

第３回　薬膳弁当等の開発及び祭りでの
出店・販売

講演会では、郷土食

を薬膳の理論で組み

立て直すという『ふ

るさと薬膳』につい

て、多くの参加者が

理解を深めた。試食

会での反応は上々で

あった。　

薬膳弁当や薬膳うどんのレシピを作り、そ

れを基に地元のイベントに出店、試験販売

し消費者の反応をみた。

※このような事例以外でも事務局支援型、実技指導型、創造・開発型等、指
導対象や目的により様々なパターンに対応可能です。ご相談いただいた課
題に応じて最適なコンサルティングの手法を提案いたします。

活
用

　

事
例

　
　
　
　
　

【人事往来】 【
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ｏ
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読
者
の
声
か
ら
】

●
宮
城
県
丸
森
町
の
行
政
で
取
り
組
ん
で
い

る
移
住
者
促
進
の
記
事
は
、
こ
れ
か
ら
地

方
が
活
性
化
す
る
新
し
い
形
で
い
い
と

思
っ
た
。

（
鹿
児
島
県
揖
宿
市　

女
性
）

●
特
集
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
宮
城
県
丸
森
町

の
行
政
の
仕
掛
け
と
住
民
力
…
す
ご
く
今

気
に
な
り
ま
す
。
行
政
職
員
と
し
て
ど
う

あ
る
べ
き
か
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
宮
崎
県
延
岡
市　

女
性
）

●
各
地
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
の
ま
ち
お
こ

し
の
努
力
が
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

（
神
奈
川
県
相
模
原
市　

男
性
）

●電源立地都道府県知事（平成20年11月～平成21年1月選挙分）
都道府県名 氏名 当選月日

栃木県	 福田　富一	 11 月 16 日

山形県	 吉村　美栄子	 1 月 25 日

岐阜県	 古田　肇	 1 月 25 日

●電源地域市町村首長（平成20年11月～平成21年1月選挙分）
市町村名 氏名 当選月日

天龍村（長野県）	 大平　巖	 11 月 2日

釧路市（北海道）	 蝦名　大也	 11 月 2日

雲南市（島根県）	 速水　雄一	 11 月 9日

恵那市（岐阜県）	 可知　義明	 11 月 9日

砺波市（富山県）	 上田　信雅	 11 月 9日

新居浜市（愛媛県）	 佐々木　龍	 11 月 9日

刈羽村（新潟県）	 品田　宏夫	 11 月 11 日

宇都宮市（栃木県）	 佐藤　栄一	 11 月 16 日

那覇市（沖縄県）	 翁長　雄志	 11 月 16 日

柏崎市（新潟県）	 会田　洋	 11 月 16 日

南魚沼市（新潟県）	 井口　一郎	 11 月 16 日

北杜市（山梨県）	 白倉　政司	 11 月 16 日

南砺市（富山県）	 田中　幹夫	 11 月 16 日

西条市（愛媛県）	 伊藤　宏太郎	 11 月 16 日

只見町（福島県）	 目黒　吉久	 11 月 16 日

三戸町（青森県）	 竹原　義人	 11 月 16 日

上北山村（奈良県）	 福西　力	 11 月 18 日

朝日町（山形県）	 鈴木　浩幸	 11 月 18 日

勝山市（福井県）	 山岸　正裕	 11 月 23 日

美里町（熊本県）	 長嶺　興也	 11 月 23 日

大津町（熊本県）	 家入　勲	 11 月 25 日

神石高原町（広島県）	 牧野　雄光	 11 月 25 日

大豊町（高知県）	 岩﨑　憲郎	 11 月 25 日

北中城村（沖縄県）	 新垣　邦男	 11 月 25 日

魚沼市（新潟県）	 大平　悦子	 11 月 30 日

四日市市（三重県）	 田中　俊行	 11 月 30 日

桑名市（三重県）	 水谷　元	 11 月 30 日

横浜町（青森県）	 野坂　充	 12 月 2日

宇治市（京都府）	 久保田　勇	 12 月 8日

宜野座村（沖縄県）	 東　肇	 12 月 9日

大間町（青森県）	 金澤　満春	 12 月 16 日

深浦町（青森県）	 吉田　満	 12 月 21 日

臼杵市（大分県）	 中野　五郎	 1 月 11 日

平谷村（長野県）	 小池　正充	 1 月 13 日

十和田市（青森県）	 小山田　久	 1 月 18 日

菊川市（静岡県）	 太田　順一	 1 月 18 日

西都市（宮崎県）	 橋田　和実	 1 月 18 日

小松島市（徳島県）	 稲田　米昭	 1 月 18 日

芦北町（熊本県）	 竹崎　一成	 1 月 18 日

飯南町	（島根県）	 山碕　英樹	 1 月 18 日

大鹿村（長野県）	 柳島　貞康	 1 月 18 日

池田町（福井県）	 杉本　博文	 1 月 20 日

伯耆町（鳥取県）	 森安　保	 1 月 20 日

南越前町（福井県）	 川野　順万	 1 月 25 日

松阪市（三重県）	 山中　光茂	 1 月 25 日

高島市（滋賀県）	 西川　喜代治	 1 月 25 日

唐津市（佐賀県）	 坂井　俊之	 1 月 25 日

大洲市（愛媛県）	 大森　隆雄	 1 月 25 日

宇治田原町（京都府）	 奥田　光治	 1 月 27 日

●
産
品
自
慢
の
「
さ
ば
の
へ
し
こ
」
は
、
意

外
な
特
産
品
で
し
た
。
理
想
的
な
特
産
品

の
生
ま
れ
方
で
す
ね
。

（
千
葉
県
君
津
市　

女
性
）

●
沖
縄
体
験
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
の
リ
ピ
ー
タ
ー

が
多
い
と
い
う
点
、
そ
の
魅
力
が
参
考
に

な
り
ま
し
た
。

（
千
葉
県
君
津
市　

女
性
）

●
発
電
所
見
学
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
昨

今
、
オ
ー
ル
電
化
が
も
て
は
や
さ
れ
て
い

る
中
、
電
気
と
の
関
わ
り
を
知
る
こ
と
に

も
役
立
ち
ま
す
。（

岐
阜
県
可
児
市　

女
性
）

【
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
】

　

今
号
の
特
集「Pick	U

p!

」に
ご
登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
御
前

崎
市
観
光
協
会
の
ご
厚
意
に
よ
り
、「
御
前
崎
産
お
茶
」「
し
ら

す
」「
干
し
芋
」の
セ
ッ
ト
を
を
五
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し

ま
す
。

　

と
じ
込
み
の
ア
ン
ケ
ー
ト
ハ
ガ
キ
に
本
誌
へ
の
ご
意
見
、
ご
感

想
な
ど
を
ご
記
入
の
上
、
平
成
二

十
一
年
四
月
二
十
日（
消
印
有
効
）

ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。
な
お
、

当
選
の
発
表
は
発
送
を
も
っ
て
代

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
御
前
崎
市
特
産
品
セ
ッ
ト
に

関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先
】

御
前
崎
市
観
光
協
会

０
５
４
８
‐
６
３
‐
２
０
０
１

【今号でご紹介した電源市町村の発電所データ】
◆特集（表紙）　静岡県御前崎市
　表紙裏の目次欄を参照

◆ふるさと応援団　鹿児島県阿久根市
　川内原子力発電所隣接
　出力：178万ｋＷ　　　事業者名：九州電力株式会社

◆電気のふるさと産品自慢　青森県三戸町
　澄川地熱発電所隣接　
　出力：5万ｋＷ　　　　事業者名：東北電力株式会社

地
元
の
声


